
施策４　スポーツ・レクリエーションの振興

基本事業１　スポーツ環境の整備・充実

4-1-1
体育施設等管理運
営事業（指定管理）

4-1-2
学校体育施設開放
事業（委託）

事務事業名 対象 意図 事業内容

市民 スポーツ活動に積極的に
参加する。

・市内小中学校体育施設の貸出
実績のとりまとめ
・管理指導員の委嘱と謝金の支払
・照明施設の修繕

・市民
・体育施設

施設を良好に維持管理
し、利用に供する。

・施設等の使用許可に関する業務
・施設等の維持管理に関する業務

6,526

①216,000

②0

③100

6,000

H28実績
進捗度とその理由 今後の方向性等

B
　赤崎グラウンドの人工芝工
事や稼働率の高い市民テニ
スコートの利用者が大きく減
少した影響により全体の利用
数も減少した。
　また、学校施設の復旧が完
了したことにより、そちらの利
用者が増えたことも要因のひ
とつに挙げられる。

A
　平成29年8月に「大船渡市
学校施設環境復興宣言」を発
表し、市内全ての小中学校に
おいて学校開放事業を実施
したことから、H29年度は、利
用件数がH28年度を上回っ
た。

●
　施設の老朽化を踏ま
え、施設の長寿命化や一
層の機能向上と高機能
化等を計画的に進める必
要がある。

○
　現状の施設を適切に維
持管理を行うとともに、利
用者ニーズに耳を傾けな
がら施設の利用に供して
いく。

成果指標

項目 単位 H29実績 H32目標

①169,517

②6

③100

利用件数 件 5,614

①体育施設等の延べ利用者
数

②施設不具合件数

③施設不具合対応率

①人

②件

③％

①198,273

②1

③100

基本事業名 対象 意図
成果指標

進捗度とその理由等
項目 単位 H28実績 H29実績 H32目標

4-1
スポーツ環境の整備・充
実

スポーツ・レクリエーショ
ン施設

　安全で快適な環境が確保されて
いる。

「スポーツ・レクリエーション施
設が使いやすい」と答えた市
民の割合（市民意識調査）

％ 18.5 18.9 30 B
　学校施設の復旧工事が完了するとともに、赤崎グラウ
ンドの人工芝化とクラブハウスの整備等により、スポー
ツ・レクリェーション環境は充実しつつある。
　今後、施設を利用したイベントの開催や提供、市民へ
の情報発信などが課題である。

スポーツ・レクリエーションの振興

１ スポーツ環境の整備・充実

２ スポーツ・レクリエーション団体の育成支援

３ スポーツ・レクリエーション活動の推進



大船渡市体育協会 円滑に運営できるように
する。

県民体育大会への選手派遣、各
種スポーツ教室やイベントの開
催・運営、各加盟競技団体やス
ポーツ少年団の育成・支援等

市からの補助金額 千円 9,3004-2-1
一般財団法人大船
渡市体育協会運営
支援事業

進捗度とその理由等
項目 単位 H28実績 H29実績 H32目標

4-2
スポーツ・レクリエーショ
ン団体の育成支援

体育協会
スポーツ・レクリエーショ
ン団体

市民のスポーツ・レクリエーション
活動を支える。

①スポーツ・レクリエーション
指導者数（生涯学習課業務
取得）スポーツ推進委員

②スポーツ少年団指導者数
（生涯学習課業務取得）

①人

②人

①24

②285

①24

②276

基本事業２　スポ・レク団体の育成支援

事務事業名

スポーツの指導
マラソン大会など教育委員会等が
行う事業への協力
市民のスポーツ振興
東北地区スポーツ推進委員研修
会等への参加

スポーツ推進委員が係わるイ
ベント数

回4-2-2
スポーツ推進委員設
置運営事業

14.2

基本事業名 対象 意図
成果指標

対象 意図 事業内容

スポーツ推進委員 市民のスポーツ・リクリェ
ション活動を支援する。

進捗度とその理由 今後の方向性等
H29実績 H32目標

9,300

7.0

9,300

14.5

A
　市教育委員会をはじめ、関
係団体等と連携しながら、効
果的な事業運営に努めてい
る。

Ｂ
　スポーツ推進委員やスポー
ツ関係団体の尽力により、ス
ポーツに親しむ機会や多様
なスポーツ活動が確保されて
いる。

○
　引き続き、市体育協会
と一体となってスポーツ
振興を推進していくととも
に、体育・スポーツ活動
の停滞・減少が招かない
よう、各協会活動の維持
等に努めていく。

●
　地域スポーツの振興の
ため、市内各地におい
て、スポーツに親しむ機
会を拡充する必要があ
る。
　また、スポーツ推進員
の各種行事への参加率
向上と自主事業の開催
による普及活動活性化に
努めていく。

成果指標

項目 単位 H28実績

①30

②285

A
　保護者の協力により、スポーツ少年団指導者について
は、安定的に確保されている。
　また、地域を代表するスポーツ推進委員については、
担い手、若手の人材不足、高齢化等が懸念されている。



Ｂ
　ノウハウの蓄積により大会運
営や各種大会参加者の満足
度は毎年向上しているととも
に、市内外からの参加者でそ
れぞれ盛り上がり、交流人口
の増大に寄与している。

●
　「競技力向上、健康増
進」等、従来の成果に加
え、「交流人口拡大、経
済波及効果」など、多様
な効果が得られるよう、今
後も取組を進めていく。

4-3-1
各種大会運営事業
（委託）

・一般、小中学生、
高校生ランナー
・バレーボールス
ポーツ少年団
・体育協会等団体、
各種大会

競技人口の拡大と市民
の体力づくり促進を図る。
補助金を支出することに
より大会運営を安定させ
る。

・新春四大マラソン大会、大船渡
ポートサイドマラソン大会、大船渡
ポートサイドバレーボール大会の
開催
・全日本学童軟式野球大会岩手
県大会への補助金交付

大会参加者数 人 3,537 2,851 4,000

市民の体力向上、スポー
ツに親しむきっかけづくり

・ファミリーウォーキング、スポーツ
少年団交流大会、高齢者スポー
ツ交流大会、ニュースポーツフェ
スティバル、市民体力測定
・10種目のスポーツ教室を開催

①イベント参加者数

②スポーツ教室参加者数

①人

②人

①341

②286

対象 意図 事業内容

市民

基本事業３　スポ・レク活動の推進

事務事業名
成果指標

進捗度とその理由 今後の方向性等
H29実績 H32目標

4-3-2
体力づくり推進事業

①403

②199

①400

②300

Ｂ
　様々なスポーツに触れて、
また実際に体を動かすことは
市民の体力向上、スポーツ振
興に寄与している。
　また、スポーツ教室は、特に
小学生を中心にスポーツの選
択の幅を広げる絶好の機会
づくりになっている。

●
　今後も市民が気軽にス
ポーツ・レクリェーション
に親しむ契機となるよう、
各種大会やイベント等を
開催していく。

項目 単位 H28実績

Ｂ
　市及び関係団体が提供するスポーツ・レクリエーション
事業への参加者数は若干減少しているが、スポーツ・レ
クリエーション活動のニーズは多様化しているともに、依
然として日常的にスポーツに親しむ人の割合は高い状
況にある。

基本事業名 対象 意図
成果指標

進捗度とその理由等
項目 単位 H28実績 H29実績 H32目標

4-3
スポーツ・レクリエーショ
ン活動の推進

市民 スポーツ・レクリエーション活動に
参加する機会が増える。

①市民体育大会参加者数
（生涯学習課業務取得）

②スポーツ教室参加者数（生
涯学習課業務取得）

①人

②人

①1,469

②286

①1,341

②199

①1,800

②300



進捗度とその理由等

①45.0

②216,000

A
　近年の健康志向の高まりから、高齢者でも楽しむこと
ができる生涯スポーツや体力づくりなど、一人または少
人数で気軽にスポーツ・レクリエーションに親しむ人が増
えている。
　また、市及び関係団体等が提供するスポーツ・レクリ
エーション事業のほか、様々な機会を捉えて自発的にス
ポーツ・レクリエーションに取組む人も増えてきている。
　平成28年度に当市において開催された国民体育大会
のマラソン・ウォーキング・グラウンドゴルフ競技により、市
民のスポーツ・レクリエーションへの関心が高まったほ
か、現在もなお競技を通じた交流人口の拡大が図られ
ている。
　体育施設（学校施設開放を含む）の利用者数は、減少
傾向にあるものの、市体育協会やスポーツ推進員等と連
携を図りながら各種大会や教室を効果的に開催したこと
により、市民のスポーツ・レクリエーション機会の拡充が
図られた。

＜課題＞
　・既存体育施設の老朽化を踏まえた、施設の長寿命化、機能向上・高機能化等の計
　　画的推進
　・スポーツ・レクリエーションの振興による交流人口の拡大や、市内への多面的な経済
　　的波及効果を目指した関係団体等との連携・推進

対象 意図
成果指標

項目 単位 H28実績 H29実績 H32目標

☐総括

施策名

4　スポーツ・レクリエー
ションの振興

市民 生涯にわたってスポーツを楽しむ ①「日頃から継続して何かス
ポーツをしている」と答えた市
民の割合（市民意識調査）

②体育施設等の延べ利用者
数（生涯学習課業務取得）

①％

②人

①27.0

②198,273

①41.3

②169,517


